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専門
医に
聞く

泌尿器科　診療部長 平島 定

前立腺肥大症

（１）排尿後、まだ尿が残っている感じがする（残尿感）
（２）トイレが近い（頻尿）
（３）尿が途中で途切れる（尿線途絶）
（４）急に、尿意をもよおし、もれそうで我慢できない（尿意切迫感）
（５）尿の勢いが弱い（尿勢低下）
（６）おなかに力を入れないと尿が出ない（腹圧排尿）
（７）夜中に何度もトイレに起きる（夜間頻尿）

前立腺肥大症の症状は？

前立腺肥大症の頻度は、年齢とともに高くなり、50 歳からより増加します。そのすべての方が治療
を必要とする症状を伴うわけではありません。前立腺の肥大と排尿症状を伴い、治療を必要とする、い
わゆる前立腺肥大症の頻度は、その1/4 程度と言われています。
肥満、高血圧、高血糖および脂質異常症と前立腺肥大症の関係が指摘されており、メタボリック症
候群との関係についても、検討されています。野菜、穀物、大豆などに多く含まれるイソフラボノイドは
前立腺肥大症の発症抑制効果があることが指摘されていますが、喫煙やアルコール、性生活との関係
は明らかではありません。

原因は？

①自覚症状の評価　②直腸診　③尿検査　④残尿測定　⑤血清 PSA（前立腺特異抗原）測定　
⑥前立腺超音波検査　などを行います。もちろん病状の進行によっては腎機能の評価のための採血
や、CT 検査などを行うこともあります。

検査方法は？

前立腺肥大症の治療には、大別すると薬物治療、手術治療、保存治療の3つがあります。前立腺肥
大症による合併症や年齢、活動性の状況などで治療方法を選択します。初期の段階ではまず薬物治
療が行われます。前立腺肥大症の手術治療としては、最近新しい技術が開発され、様々な治療法があ
りますが、内視鏡手術が標準的な手術として行われます。

＊薬物療法
α１遮断薬は、前立腺平滑筋にある交感神経受容体（交感神経α１受容体）を遮断することにより、
前立腺平滑筋を弛緩し（緩め）、尿道の圧迫を解除して、尿が通りやすくします。また、ホスホジエステ
ラーゼ５阻害薬は、勃起不全に使用されている薬ですが、前立腺や膀胱の出口の平滑筋を弛緩させて、
尿を通りやすくする作用があることが示されて、前立腺肥大症にも投与されるようになりました。もう
ひとつの薬は、前立腺を小さくして、前立腺肥大による尿道の物理的な圧迫を軽減します。前立腺の肥
大には男性ホルモンが関与していますが、この男性ホルモンの前立腺に対する作用を抑えることによ
り、前立腺は縮小します（１年の内服で前立腺サイズが 25～30％縮小します）。
植物から抽出したエキスを薬にした生薬や、いくつかの漢方薬が前立腺肥大症治療に使われること

がありますが、有効性については十分な科学的根拠が示されておらず、α１遮断薬よりは効果が劣りま
す。副作用はまれです。

＊手術療法
薬物治療を行っても、症状の十分な改善が得られない場合や、前述したような肉眼的血尿、尿路感
染、尿閉を繰り返す場合、あるいは膀胱に結石や、腎機能障害が発生した場合には手術による治療が
行われます。100ml を超えるような巨大な前立腺肥大の場合には、開腹手術によって肥大した前立
腺を摘出することがありますが、通常は、尿道から内視鏡を挿入して行う手術（TUR-P）が行われます。

尿道から内視鏡を挿入し、
内視鏡の先端に装着した切除
ループに電流を流し（電気メス
と同じ）、肥大した前立腺を尿
道側から切除する方法です。
前立腺切除は、“かんなで木を
削る”ように、少しずつ切除して、
肥大した前立腺（内腺）を完全
にくり抜くように切除します。前
立腺肥大症に対する最も標準
的で、広く行われている方法です。

前立腺肥大症の治療方法は？

前立腺は前立腺液といわれる精液の一部を作る役割を持っています。膀胱の出口に存在しており、
尿道を取り囲んでいます。このため、前立腺が肥大すると尿道が圧迫されて、排尿に関わるいろいろな
症状が出現します。

歳を取るにつれて排尿に関する症状が出てくることがあります。最近トイレに行く回数が増えた。尿
の勢いが弱くなった。トイレに行ってもまたすぐに行きたくなる、などなど…。今回はそういう症状を生
じやすい男性に生じる前立腺肥大症について解説いたします。
これらの症状は、前立腺肥大の初期症状であり、肥大した前立腺が膀胱や尿道を刺激することによ

り起こります。

前立腺とは？

－ 専 門 医 に 聞 く －－ 専 門 医 に 聞 く －

TUR-P；経尿道的前立腺切除術（Transurethral Resection of Prostate）

4



専門
医に
聞く

泌尿器科　診療部長 平島 定

前立腺肥大症

（１）排尿後、まだ尿が残っている感じがする（残尿感）
（２）トイレが近い（頻尿）
（３）尿が途中で途切れる（尿線途絶）
（４）急に、尿意をもよおし、もれそうで我慢できない（尿意切迫感）
（５）尿の勢いが弱い（尿勢低下）
（６）おなかに力を入れないと尿が出ない（腹圧排尿）
（７）夜中に何度もトイレに起きる（夜間頻尿）

前立腺肥大症の症状は？

前立腺肥大症の頻度は、年齢とともに高くなり、50 歳からより増加します。そのすべての方が治療
を必要とする症状を伴うわけではありません。前立腺の肥大と排尿症状を伴い、治療を必要とする、い
わゆる前立腺肥大症の頻度は、その1/4 程度と言われています。
肥満、高血圧、高血糖および脂質異常症と前立腺肥大症の関係が指摘されており、メタボリック症
候群との関係についても、検討されています。野菜、穀物、大豆などに多く含まれるイソフラボノイドは
前立腺肥大症の発症抑制効果があることが指摘されていますが、喫煙やアルコール、性生活との関係
は明らかではありません。

原因は？

①自覚症状の評価　②直腸診　③尿検査　④残尿測定　⑤血清 PSA（前立腺特異抗原）測定　
⑥前立腺超音波検査　などを行います。もちろん病状の進行によっては腎機能の評価のための採血
や、CT 検査などを行うこともあります。

検査方法は？

前立腺肥大症の治療には、大別すると薬物治療、手術治療、保存治療の3つがあります。前立腺肥
大症による合併症や年齢、活動性の状況などで治療方法を選択します。初期の段階ではまず薬物治
療が行われます。前立腺肥大症の手術治療としては、最近新しい技術が開発され、様々な治療法があ
りますが、内視鏡手術が標準的な手術として行われます。

＊薬物療法
α１遮断薬は、前立腺平滑筋にある交感神経受容体（交感神経α１受容体）を遮断することにより、
前立腺平滑筋を弛緩し（緩め）、尿道の圧迫を解除して、尿が通りやすくします。また、ホスホジエステ
ラーゼ５阻害薬は、勃起不全に使用されている薬ですが、前立腺や膀胱の出口の平滑筋を弛緩させて、
尿を通りやすくする作用があることが示されて、前立腺肥大症にも投与されるようになりました。もう
ひとつの薬は、前立腺を小さくして、前立腺肥大による尿道の物理的な圧迫を軽減します。前立腺の肥
大には男性ホルモンが関与していますが、この男性ホルモンの前立腺に対する作用を抑えることによ
り、前立腺は縮小します（１年の内服で前立腺サイズが 25～30％縮小します）。
植物から抽出したエキスを薬にした生薬や、いくつかの漢方薬が前立腺肥大症治療に使われること

がありますが、有効性については十分な科学的根拠が示されておらず、α１遮断薬よりは効果が劣りま
す。副作用はまれです。

＊手術療法
薬物治療を行っても、症状の十分な改善が得られない場合や、前述したような肉眼的血尿、尿路感
染、尿閉を繰り返す場合、あるいは膀胱に結石や、腎機能障害が発生した場合には手術による治療が
行われます。100ml を超えるような巨大な前立腺肥大の場合には、開腹手術によって肥大した前立
腺を摘出することがありますが、通常は、尿道から内視鏡を挿入して行う手術（TUR-P）が行われます。

尿道から内視鏡を挿入し、
内視鏡の先端に装着した切除
ループに電流を流し（電気メス
と同じ）、肥大した前立腺を尿
道側から切除する方法です。
前立腺切除は、“かんなで木を
削る”ように、少しずつ切除して、
肥大した前立腺（内腺）を完全
にくり抜くように切除します。前
立腺肥大症に対する最も標準
的で、広く行われている方法です。

前立腺肥大症の治療方法は？

前立腺は前立腺液といわれる精液の一部を作る役割を持っています。膀胱の出口に存在しており、
尿道を取り囲んでいます。このため、前立腺が肥大すると尿道が圧迫されて、排尿に関わるいろいろな
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の勢いが弱くなった。トイレに行ってもまたすぐに行きたくなる、などなど…。今回はそういう症状を生
じやすい男性に生じる前立腺肥大症について解説いたします。
これらの症状は、前立腺肥大の初期症状であり、肥大した前立腺が膀胱や尿道を刺激することによ

り起こります。
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－ 専 門 医 に 聞 く －－ 専 門 医 に 聞 く －

TUR-P；経尿道的前立腺切除術（Transurethral Resection of Prostate）
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新任医師紹介
①出身地  ②前任地  ③趣味  ④ひとこと

林　史子
（はやし　ふみこ）
①長崎県長崎市
②諫早総合病院
③ソフトテニス
④患者さんに寄り添った診療を心が
けます。よろしくお願いします。

呼吸器内科　医師中村　郁也
（なかむら　ふみや）
①長崎県島原市
②佐世保総合病院
③散歩
④地域医療に貢献します。

整形外科　医師

山口　峻
（やまぐち　しゅん）
①福岡県田川郡福智町
②長崎大学病院
③読書・釣り
④患者様に寄り添う医療を心がけて
行きます。

外科　医師

右田　一成
（みぎた　かずしげ）
①北海道白老町
②長崎県労災病院
③野球
④地域の方に安心して治療をうけて
いただけるように頑張ります。
　よろしくお願い致します。

外科　医師

井手　昇太郎
（いで　しょうたろう）
①長崎県長崎市
②諫早総合病院
③お酒・バイク
④呼吸器内科、感染症全般を担当します。
島原で働くのは初めてですが、きれいな景
色と美味しい食事を楽しみたいと思います。

呼吸器内科　医師

福井　駿介
（ふくい　しゅんすけ）
①長崎県長崎市
②長崎大学病院
③海を眺めること
④島原の医療に貢献できるよう頑張
ります。

整形外科　医師

平山　航輔
（ひらやま　こうすけ）
①長崎県対馬市
②長崎大学病院
③ドライブ
④３年ぶりの島原病院勤務になり
ます。地域に貢献できるよう頑
張ります。

脳神経外科　医師

山之内　孝彰
（やまのうち　こうしょう）
①鹿児島県出水市
②長崎医療センター
③一週間に一度は走りたいです。
④島原病院には 3 回目の赴任となり
嬉しく思っております。現在の専
門は乳腺外科・甲状腺外科ですが、
一般外科も含めて地域医療に貢献
したいと考えています。宜しくお
願いします。

外科　医師

北之園　英明
（きたのその　ひであき）
①鹿児島県鹿児島市
②長崎医療センター
③料理を始めました（教えてくださ
い）
④貧血の相談からリンパ腫・白血病の治療
まで担当します。よろしくお願いします。

血液内科　医師

髙原　靖
（たかはら　やすし）
①長崎県諫早市
②諫早総合病院
③ゴルフ
④前任同様 “For the patient”　
精神で島原地域医療に貢献して
いきたいと思います。

循環器内科　医師

明石　周爾
（あかし　しゅうじ）
①長崎県長崎市
②諫早総合病院
③楽器演奏（ピアニカ・サックスな
ど）写真・ドライブ
④佐世保・上五島・長崎・諫早を経て、
今回初めて島原に赴任しました。皆さ
んが笑顔になれるような診療を心がけ
たいと思います。よろしくお願いします。

小児科　医師
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連携医療機関・事業所のご紹介 これからの医療は役割分担と連携が大切！
いつもご協力いただいている地域の
医療機関・事業所をご紹介します。

訪問看護ステーションはまゆう
（老人保健施設ろうけんかづさ内） 南島原市加津佐町戊4450　☎0957-87-5680

管理者 上原　康代 様

平成１０年１０月に一事業者として、訪問看護はまゆうが開設いたしました。
私たちは医療と介護を必要とする高齢者が住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように援助します。

サービス内容は
1.健康チェック　2. 入浴や清拭のお手伝い　3. 床ずれや傷の処置
4.衣服の着替えや体位交換　5.排尿カテーテルや栄養チューブ、在宅酸素などの管理や指導
6.リハビリテーション　7. 食事・排泄など日常生活に関する介助
8.ご家族への介護指導及び相談事の対応　9.ターミナルケアや精神科看護

又、人としての尊厳と人間性を尊重した「心の対応」に努めています。
営業時間は月～土／８：３０～１７：３０
２４時間３６５日対応　時間外、休日も必要に応じて対応いたします。
関連施設としては
・口之津病院　・ろうけんかづさ（入所・通所）
グループホーム（かずさの杜、たちばな）・ケアサポートかいぜなどがあります。
少しでも地域の皆様が安心して在宅生活が送れるように努めていきます
よろしくお願いいたします。

「安心して在宅生活が送れます」
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したいとの思いを抱いています。
若い方のスポーツ外傷から、高齢者の変形疾患・骨
粗しょう症まで幅広く対応します。
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「医療を通して、しまばらの未来を明るくする」
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外来受診時間 休 診 日

午前８：４５～午前１１：００
受付時間外に受診される場合は、救急対応となります。
※詳しくはホームページをご覧ください。

土・日・祝日

（広報委員会事務局：地域医療支援センター）

〒855-0861　長崎県島原市下川尻町7895番地
TEL 0957-63-1145（代表）　内線116　FAX 0957-63-6544
URL  http://www.shimabarabyoin.jp/

○受付時間は8時45分から11時までです。（なお、診療科によっては異なる場合があります。）
○受付時間外に受診される場合は、急患対応となります。
○円滑な診療と患者さんの待ち時間短縮のため、緊急性がない場合は、地域医療連携室へ事前予約をお願いいたします。
☆耳鼻科受付時間は、9時から11時までです。
○小児外科専門外来は、学会出張等で休診となることもありますので、地域医療連携室にお問い合わせください。
○緩和ケア外来は、予約のみとなっております。事前に診療情報提供書をいただき、後日予約日時をお知らせ致します。
◎皮膚科、眼科は休診中です。

※招へい医師
★再診のみ

令和3 年5 月1 日長崎県島原病院　外来診療一覧表

長崎県島原病院
　代表　0957-63-1145
地域医療連携室（地域連携の予約担当）
　内線　106、116（8:45-17:00）
　FAX　0957-63-6544

診　療　科 月 火 水 木 金

脳神経外科 林　之茂 林　之茂
平山　航輔

佐藤　慧
中村　光流 林　之茂 佐藤　慧

中村　光流

脳神経外科
急患対応

　8：45〜 13：00 佐藤　慧
佐藤　慧 林　之茂 中村　光流 平山　航輔

13：00〜 17：30 中村　光流

整形外科 伊藤　茂
朝永　育

中村　郁也
朝永　育

伊藤　茂
福井　駿介

伊藤　茂
中村　郁也

福井　駿介
朝永　育

整形外科急患対応 朝永　育 中村　郁也（第1･3･5 週）
朝永　育（第 2･4 週） 福井　駿介 中村　郁也 福井　駿介

外科

消化器
一般
乳腺

蒲原　行雄
山口　峻

蒲原　行雄
右田　一成

木下　綾華
山之内　孝彰

山之内　孝彰
山口　峻
★松尾　繁年※

木下　綾華
右田　一成

小児外科専門外来 小坂　太一郎※
（第 1・3週 14時～）

外科急患対応 山口　峻 右田　一成 木下　綾華 山口　峻 右田　一成

心臓血管外科 長崎医療センター※
（第 4週）

内　科

新　患 林　史子 宮副　誠司 山西　幹夫 芦澤　博貴 寺澤　佳洋※

総合内科 宮副　誠司 宮副　誠司

血液内科 北之園　英明 北之園　英明

消化器内科 山西　幹夫 山西　幹夫

呼吸器内科 木下　明敏
林　史子

井手　昇太郎
芦澤　博貴

木下　明敏
★菅崎　七枝（第1･2･3･5 週）

木下　明敏
芦澤　博貴

井手　昇太郎
林　史子

循環器内科 髙原　靖 松島　吉宏※ ★松島　吉宏※ 髙原　靖 髙原　靖

神経内科 北之園　寛子※ 森　正孝※
（第4週 13時 30分～ 16時）

貴田　秀樹※
（第2週 13時 30分～ 16時）

肝臓内科 柴田　英貴※

内科急患
対応

  8：45～ 13：00 井手　昇太郎 山西　幹夫 髙原　靖 井手　昇太郎 菅崎　七枝

13：00～ 17：30 芦澤　博貴 林　史子 北之園　英明 宮副　誠司 寺澤　佳洋※
（北之園　英明）

泌尿器科 平島　定 平島　定 ★大学医※（9時 30分～） 平島　定 ★大学医※（9時 30分～）

小児科 石川　太郎 明石　周爾 石川　太郎 明石　周爾 明石　周爾

小児神経専門外来
（再診患者のみ）

★原口　康平※
（第 1週　10時 30分～）

麻酔科 柴田　茂樹 柴田　茂樹

緩和ケア
（予約制） 木下　明敏 山西　幹夫

★酒井　武仁※（AM）
蒲原　行雄
★高城　昭紀※（PM）

放射線科
（予約制） 石丸　豊 小幡　史郎

石丸　豊
小幡　史郎
石丸　豊

小幡　史郎
石丸　豊

★小幡　史郎
石丸　豊

リハビリテーション科 伊藤　茂（運動器）

耳鼻いんこう科☆ 大学医※
（9時 30分～ 13時 30分）

大学医※
（9時 30分～ 13時 30分）

外来化学療法室 菅崎　七枝 菅崎　七枝 菅崎　七枝 菅崎　七枝 菅崎　七枝

ストーマ外来 外科医師

健診 徳永　能治（脳ドック）
宮副　誠司
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